
Ⅰ業務の日本語
 

①業務に必要な日本語

＜話しことば＞

①利用者との会話

②利用者の家族との会話

③同僚との会話

＜書きことば＞
①引継ぎ記録

②施設内の表示

③介護福祉士国家試験

業務の指示
先輩／上司

介護士

介助
介護士

 
利用者

報告
先輩／上司

介護士

Ⅰ-②業務の会話の談話構成

声かけ 介助
 行為
具合の

 確認

＊待遇レベルの変化 ＊語彙モードの変化
 ex.食事介助、ごはん、水分補給、飲み物



Ⅰ-③業務に使われる会話の特徴

①やりもらい動詞の多用

「～てくれる？」「～てもらえる？」

②「ましょう」の多様

相手に動作を促す・自分が介助行為をする前の声かけ

①明瞭ではない発音

お年寄り・認知症患者

②方言（地方）

①利用者に対してはゆっくり、はっきり話すことも必要

×速くなめらかに

②お年寄りが発音しにくい音を使わない配慮

ex. トゥリ（名前）→ユリ、チェチェップ（名前）→ケチャップ

文法

聴解

話し方



Ⅱ
 

KCの理念・ノウハウと専門日本語科目

初級からの
専門日本語教育

羽太・上田（2008）

外交官・公務員
日本語研修での実践

『日本語でケアナビ』
http://eng.nihongodecarenavi.jp/
上田（2008）
・基礎的な看護や介護の専門用語
とともに、
働く場でのコミュニケーションを搭載

・「仕事の準備、連絡、確認、実行、引継ぎ、
次の準備」という流れの中で言語表現を考える

・「いつ、誰が、何のために」という具体的な
運用場面を描く

・言語の背後にある「思いやり」を言葉で表す

専門日本語科目のシラバス

http://eng.nihongodecarenavi.jp/
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専門日本語科目授業概要

科目名 開講時期 週時

 間数
総時

 間数
目標 評価

専門会話 研修開始

2ヶ月後

『みん日L17

6/w 63 介護の場面で
 使われる実践
 的な会話を学ぶ

口頭試験

日本語

ロールプレ
 イ大会

専門語彙 研修開始

2ヶ月後

『みん日L17

1/w 12 専門に関する基
 礎的な語彙や

 表現を増やす

筆記試験

専門漢字 研修開始

4ヶ月後

『みん日L31

5/w 19 引継ぎ記録や
 介護施設で使う

 漢字を学ぶ

筆記試験



目標：介護の場面で使われる実践的な会話を学ぶ

Ⅳ
 

各専門日本語科目
 

①「専門会話」

目次

「職場で」

L1 自己紹介

L2 引継ぎノートのチェック

L3 遅刻をあやまる

L4 身だしなみ

L5 電話１（取次ぎ）

L6 電話２（不在を伝える）

L7 ミーティング

L8 ファイルを並べる

L9 連絡する・報告する

L10 ミス・トラブル

L11 プライベート

L12 シフト１（話す）

L13 シフト２（交代・変更）

L14 まちがいを伝える

「基本的介助」

L15 食事介助

L16 入浴介助

L17 洗髪

L18 清拭

L19 体位変換

L20 着替え

L21 トイレ介助

L22 おむつ交換

L23 移乗介助

L24 リハビリ

L25 レクリエーション

L26 徘徊



Ⅳ-②「専門語彙」
 目標：専門に関する基礎的な語彙や表現を増やす。

テキスト目次

1．からだ

2．症状

3．介護の基本語彙

4．毎日の声かけ

5．いろいろな介助

6．利用者について

7．その他の業務



Ⅳ-③「専門漢字」
 目標：引継ぎ記録や介護施設で使う漢字を学ぶ



Ⅴ 3科目の連関
 

ー繰り返される提出と定着ー

「専門漢字」清拭

「専門語彙」からだ

「専門語彙」介護の基本

「専門会話」入浴

「専門会話」排泄介助

「専門語彙」症状



Ⅵ
 

教室のウチとソトを繋ぐ実践プログラム

福祉系大学交流

専門日本語科目専門日本語科目

介護福祉関連講義

介護施設定期訪問



専門日本語科目コースデザインにおける重要点

・専門日本語科目間の連携

・一般日本語科目の進度への配慮

・学習者要因に基づく調整

・「介護場面で使われる日本語」のデータによる
 裏づけ

・研修修了生に対する側面的支援

今後の課題

Ⅶ まとめ
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